
東南アジア研究 17巻3号 1979年12月

高 谷 好 *

A皇riculturalLandscapeintheKomerin皇River

Basin,SouthSumatra

YoshikazuTAKAYA*

ま え

この特集における私の役割りは,コムリン

(Komering)川流域の土地利用を自然環境 と

の関係において記述することである｡自然の

面からみても,社会の面からみても,この流

域は少なくとも3地区に分けることが可能で

ある｡それらは,それぞれ上流山地,中流域,

海岸低地としている｡ 3地区での土地利用は

もちろん多岐にわたっているが,とりあえず,

Ⅰ 上 流

Ⅰ-i 火 山 湖 周 辺

スミノン山 (GunungSeminung)の頂はほ

とんどいつも雲に覆われている｡おそらくそ

こは,もうモス ･フォレス トに属しているの

であろう｡その直下には,まだ処女林と思わ

れる濃い縁の森林が残されている｡この高さ

は,もう少し北のラ-ット(Lahat)あたりで

は茶栽培の拡がっている所だ｡しかし,ここ

には茶はない｡垂れ下がった雲の下に残され

たこの処女林は,せいぜい高度差で100mは
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が き

ここでは議論を稲作にしぼる｡それは,この

熱帯雨林にあっても,生活の基本はその主要

部の稲作で把握可能と考えるからである｡た

だ,稲作といっても数十年前までは焼畑が中

心であった｡ここでは,したがって,焼畑陸

稲から水稲への変化を中心にこの地域の土地

利用を描写し,できることならその変化の原

因をもさぐろうというものである｡

山 地

どである｡それより下は湖面近 くまでの約400

m にわたっては大きな木は全 くない｡薮か草

原のようなものが濃淡の縞を作っている｡こ

こがラナウ (Ranau)農業の核心部であり,

コーヒーや丁字やタバコ, ピーナツ,みかん

などの畑になっている｡1915年に中部ジャワ

から導入されたタバコはスミノン山の特殊な

火山灰に極めてよく適合 して,一躍,ラナウ

の最重要産物にのし上がってしまったといわ

れている｡ これに次 ぐ主産物は コーヒーだ

が,最近では丁字が急速にその面積を拡げて

いる｡湖ぎりぎりの火山据部には,こんもり

と茂った樹々の帯が続 く｡バナナ,パパイヤ,
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マンゴーなど,自家用の果樹の混ざった屋敷

林である｡

晴れた日のラナウ湖は極めて明るい｡澄み

きった水の上をアウトリッガーをつけた丸木

舟が滑ってゆく｡ その軽快さは南太平洋の島

島を連想させる｡私はこの火山湖を眺めなが

ら,何度か太平洋の島にいるような錯覚に陥

ったのを覚えている｡一万,両の日のラナウ

湖は,一転 して極めてみじめなものに変って

しまう｡霧がかかり,肌寒 くなる｡何よりも

いけないのは､あらゆる渓流が小砂利を多量

に混ぜた濁流に変ってしまうことだ｡渓流か

ら引いた用水溜めは,降雨後30分 もすると泥

溜めになってしまう｡

ラナウの水田は,コーヒーなどに比べると,

その占める比率は極めて小さい｡どの部落に

も水田があるというわけでもない｡湖に注ぎ

入る渓流が時に小さな平坦面を作るが,水田

はそ う した所にまれにみられる｡ スカラミ

(Sukarami)はそうした水田を持つ部落の一

つである｡以下はこの部落の 1老人から聞い

た話である｡

在) 現在スカラミには50戸の家があり,10

haの水田がある｡60年前には,30-40戸 ぐ

らいしかなかったが,その時すでに 10ha

の水田は開田されていた｡したがって,皮

近,水田は細分化の傾向が強 くなっている｡

㊥ 自分の持ち田は60年前に開田したが,

開田は森林を焼いて行なった｡2カ年問だ

け陸稲を作り, 3年目より水田とし,以後

ずっと水田で現在に至っている｡

⑮ 自分の田は斜面脚部にあり,湧き水の
直下にあたっているから水の調節は可能で

ある｡一般にこの部落の田は.例えば隣村

のジェパラ (Jepara)の田に比べると難排

水で泥深い｡こうした湿田をサワ･ルバ ッ

ク(sawahlebak)と呼んでいる｡

㊤ 稲作作業は以下の通りである｡10月中

ごろから雨が来ると,早い所では苗代作り

を始める｡ふつうは11月になってから始め

る｡苗代は本田の一部をよく耕して,そこ

にバラ播きする｡苗代期間は約40日間｡

⑳ 苗代準備後す ぐに本田準備を行う｡鋤

は用いない｡クワで荒起こしをする｡時に

2頭立ての牛または水牛にギ リンガン(gi-

1ingan)という,直径 20cm,長さ 80cm

ぐらいのツメの埋め込んだ木製のコロバシ

ャを曳かせることがある｡こうした作業を

ングンダ ック (ngundak)と いう｡まれに

ギ リンガンを曳かせず牛だけ歩かせること

もあるが,これもングンダックという｡特

別に泥深い田には水牛も入らないので,ひ

とが入 り,手で草をとり足で踏み入れる｡

㊦ 植え付けは指で行う｡植え付け棒の類
は用いない｡移植は 1回のみである｡

G) 植え付け後,除草を 1回行う｡除草に

は手も用いるが,主として足で泥中に踏み

入れる｡

㊦ 稲作にとって最大の敵はネズミと野猪

だ｡しかし,最近はウェルン(wereng,N2--

7aParvataZugen∫)という害虫が発生 して,

その被害が絶大である｡

⑨ 刈 り取りは6月｡ グタス (getas)と呼

ぶ爪鎌で行う｡

老人のいう 10ha のサワ･ルバ ックは幅

80m ぐらいの谷地田を 連ねていて, 400-

500m 続いたのち,湖に出ている｡そして,

インタビューを行なった9月末には,すでに

その大部分がすっかりぬかるんでいた｡老人

のいったジェパラの乾田なるものは,しかし,

同じころまだ村人がその上でサッカーを楽 し

んでいた｡ こうした 乾田は サワ･プマタン

(sawahpematang)と呼ばれ,段丘の上など

にあるのである｡

Lii 段丘上の藩鶴田

ラナウ湖の湖岸には水田は少ない｡むしろ,

水田はそれより南のランボン(Lampung)州
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に入ると多い｡そこはいわゆるサワ･プマタ

ン地帯であり港概水田地帯である｡北でもタ

ンジョンプサール (TanjungBesar)まで来る

とまとまったものがある｡タンジョンブサー

ルのものは,このスマ トラ背陵中の流概田で

は最も典型的なものの一つである｡

パンダルアグン(BandarAgung)の集落か

らは,ラナウ湖からの唯一の流出河川である

クアラ川(WaiKuala)が激しく湖の水を流し

出している｡これが実はコムリン川の最上流

部にあたる所だ｡クアラ川の深い渓谷は完全

なジャングルで覆われているが,その中にも

コーヒーの植えられている所が多い｡この渓

谷ぞいの山道をパンダルアダンから北西に進

むこと 22.5km で, 突然小さな盆地に出る｡

そこには,約 100戸の家が,しっかりくっつ

き合った塊村がある｡ これがタンジョンブサ

ールであり,その周辺がかなり広い水田地帯

である｡

タンジョンブサールは,より正確には,コ

ムリン川の1支流が作った小さい山間盆地で

ある｡支流は幅15mであるが,その両岸に段

丘がくっついているO西側の段丘は川底より

約20mの高さを持ち,幅800mに及んでいる｡

東側のそれはやや低 く,高さ10m,紳 loom

幅である｡この二つの段丘面がタンジョンブ

サールなど三つの ドゥスン(dusun)が持つ約

300haの水田地帯である｡段丘を東西で画す

る山の斜面は全面ジャングルで覆われ,その

中にはコーヒー,バナナ,それに一部豆畑が

混じっている｡

タンジョンブサールはラナウ湖周辺の村と

違って母系制のスムンド(Semendo)族の村

である｡ しかし,水田耕作の基本はラナウの

場合と異ならない｡11月から12月にかけて苗

代を作り,30-45日の百を2-3本ずつ指で

植えてゆく｡ 活着後に一度除草を行い,収穫

は爪鎌で行う｡稲作の問題点はやはり,野猪

とネズミと烏だ｡たった一つの違った点とい
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えば,まとまった濯概施設である｡300haと

いう水田群がいくつかの水利設備のもとにま

とめ上げられている｡私達がみた井堰は田頭

から例の支流を約 500m さかのぼった所にあ

った｡ 屈曲した川が岩壁の凹面を削り込んで

いる所から, 岩をうち抜いた ような形で幅

1.5m の水路がこしらえてある｡そして,ち

ょうどそこに水が乗るように,川幅いっぱい

にわたって川を斜めに横切る堰が築いてある｡

非濯概期の9月には直径30′-′50cmの玉石が

40cm 高さぐらいに積み上げられているにす

ぎないが,11月に入るとこのとり入れ口から

取水する百姓が総出で井立てをする｡この作

業に欠席することは許されない｡こうして水

路に乗せられた水は,そこから崖際を這って,

20mの高さの水田まで持ち上げられる｡一旦,

水田に乗ってしまうと,あとは田越しに配水

されてゆく｡川水はかならずLも通年豊富と

はいえないのと,飯米確保には1作で十分事

足りることから,二期作は全 く行われていな

い ｡

クリオ (krio,部落長) によると, ここは

地形が平坦だから牛耕を多用するというOこ

の ドゥスンには水牛はいないので牛がバジャ

ック(bajak)と呼ぶすきを曳 く｡時に人間が

曳 くこともあるという｡しかし,クリオの主

張にもかかわらず,牛の数を聞いてみると,

120戸の農家に対して, 30数頭しかいない｡

やはり,チャンコール (chankol,鍬)が主体

を占めるようである｡

タンジョンブサールにみられる井堰港概と

バジャックの多用はここだけのことではなく,

いわゆるサワ･プマタンでは普通のことのよ

うである｡しかし,こうした小谷ぞいの段丘

田は小谷が山深 く入れば入るほど傾斜を増し,

全体が棚田のようになってくる｡例えば,同

じ谷をさらに 30km 西北行して アラマンタ

イ (Aramantai)まで来ると, 棚田からは田

越 しの潅離水が滝のように落ち,あちこちに
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水車小屋がみられるようになる｡棚田の中に

建てられた米倉の群といい,全体の様相は,

すでにミナンカバウ (Minangkabau)のそれ

に酷似して くる｡ 一方,ラナウ湖より南へ,

ランボン州に入っても景観は同じである｡例

えば,ランボン州最北の村,パガルデワ(Pa-

garDewa)付近には,見事な潅瀧田が発達す

る｡ ここでは,二つの ドゥスンに属する700

戸がとり入れ口を共有する一つの井郷を形成

している｡この井堰はもっかコンクリー トに

模様替え中だが,そこから伸びる水路は,や

はり典型的な山間盆地の濯鶴田風景を呈 して

いる｡上流山地の水の得 られる所は,こうし

て今 日では,港敵農業が一つの極相に達 した

安定さで経営されているかにみえら｡

Ⅰ-iii 山腹の土地利用

上流山地の中で水稲作がみられるのは,し

かし,全体か らみれば極めてかざられた部分

にしかすぎない｡大部分は山腹の木の世界と

して残っている｡

パ レンバンからラナウ湖に通ずる道を走る

時, シンパ ンマルタプラ (SimparlgMarta-

pura)を過ぎると,コムリン川はそれまでの

台地と丘陵をはなれて山に入ってゆく｡ こう

なると,時折り現れる道脇の崖には,暗いチョ

コレー ト色の土が,キラキラ光る微細な物を

混ぜて現れ出す｡ガラス片に富んだ火山灰土

壌である｡ これはそれまでの明るい赤色の台

地の土とは全 く違った,いかにもしっとりと

して肥沃そうな土だ｡樹々の緑は明らかに一

段と濃 くなる｡これが上流山地山腹の土壌で

ある｡シンパンマルタプラからほんの3km来

た所で,私達はコムリン川にそった斜面で働

く夫婦に出くわした｡斜面はそれほど高 くな

い｡ 川からせいぜい50m ぐらいの高度差し

かないが,その全面は放棄されたようなゴム

林で覆われている｡ その中に200m幅ほどで,

木の切り倒された所が項部まで続いている｡

ここが今夫婦の作業をしている畑である｡以

下は,この男の方から聞いた話である｡

在) 自分はコムリン人だが,今,ゴム園を

切り倒してコーヒー園に変える作業をして

いる｡これだけの所 (約 0.5ha)のゴムを

切り倒すのに10日間かかった｡しばらく放

置しておいて燃やしにかかったが,なかな

か燃えない｡だから太い幹はそのままにし

て朽ちるにまかせている｡

㊥ 今日 (1978年 9月29日),掘り棒で孔を

あけて,米と トーモロコシを混播する｡ 同

時にバナナもその間に植える｡⑮今から5カ月すると米が刈 り取れる｡
すると,その直後にコーヒーを植える｡こ

の時いっしょに陰を作る木を植えるが,こ

れはまだ小さくて十分な陰は作 らない｡(木

は AZbz'zz2'afaZcaza)しかし,半年経 った

バナナはすでにかなり大きくなっていて,

少 しは,コーヒーの覆いの役目を果たす｡

㊤ 来年の今ごろ, もしバナナやコーヒー

の間にまだ隙間が多ければ,そこにまた米

を点播する｡

㊨ 自分はここに3筆持っているが,それ

は2年前に開いた所 (約 0.5ha)と去年開

いた所 (同じく約 0.5ha)､ それに今開い

ている所からなる｡コーヒーは植えて 3年

経つと,はじめて収穫が可能になる｡それ

から20年か25年 くらいは毎年とれる｡20年

後木が古 くなると,それを切り倒せば,倭

芽が出てきてまたとれるようになる｡

彼が初年度に開いたという所は, す で に

AZbz'zzz-aとバナナが同じくらい 優勢になっ

ていて,コーヒーも人の背を越すほどに成長

している｡

この若夫婦の例は決 して特殊な例ではない｡

他の農民の場合,その開墾地はゴム林ではな

しにジャングルであるかもしれない｡また,

初年目には稲と トーモロコシの混播ではなし

に,稲だけであるかもしれない｡しかし,いず
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れにしても,立ち木を切って初年度もしくは

初年度と2年目には稲などを作 り,それを漸

次コーヒーに変 じてゆくという基本型は変ら

ない｡ここで重要なことは,山腹の焼畑がい

わゆる普通の意味での焼畑ではなく,実はコ

ーヒー園建設のための 1ステ ップとしての焼

畑であり,オカボ作りであるという点である｡

山腹の多 くの部分は数十年を経たゴムで覆

われている｡このゴム林自体が,上のコーヒ

ーの場合と同じようなプロセスを経て形成さ

れたのだという｡すなわち,初年度には稲が

Il 中

ⅠⅠ-i 中 流 域 の 景 観

山地を出たコムリン川は丘陵と台地に入る｡

最初のそれは台地に押し込められたように狭

い谷幅しか持たないが,流下するに従って,

やがて,よく発達した自然堤防とその背後に

ゆったり拡がった後背湿地を持つようになる｡

いわゆるルバック (lebak)地帯である｡ルバ

ックは川がパ レンバンに近づ くに従って一段

と拡がり,逆に自然堤防がそれに呑み込まれ

るような格好になり一大低湿地を形成する｡

第 Ⅰ章で閉塞低地とされているものは,この

中流域の下位に一致するものである｡

中流域のコムリン)旧ま, こうして,例えば

植えられ,それをゴム園にしたのだという｡

そして,このゴム林が今同じプロセスを経て

コーヒーに転換されつつあるのである｡上流

山地の山腹では実に多くの所でこの種の疑似

焼畑が行われている｡ クラン (talang)とか

ウンブラン (umbulan)とか呼ばれる新 しい

分村の生業は,まず例外なくこうしたコ-ヒ

-作りを中心に生きているものと考えて差し

支えない｡山腹とは,その外見が原始的な農

法にもかかわらず,すぐれて商業的空間と考

えてよさそうである｡

流 域

それが マルタプラ(Martapura)にある時 と

パレンバンに近づいた時とでは景観上にかな

りの相違が生ずる｡しかし,それにもかかわ

らず,この中流域全体を通 じて共通 していえ

ることは,それが,丘陵もしくは台地と,自

然堤防と後背地の3要素からなっているとい

うことである｡それぞれの地点において3要

素の占める比率は異なるが,どこでも人々は

自然堤防に居を構え,後背湿地で稲を作って

いる｡台地や丘陵はいずれも不毛の草地もし

くは潅木林である｡

イメージの明確化を期するために,例えば

ラスアン (Rasuan)からチュンパカ (Cem -

paka)あたりにみられる地形断面とそこでの

図1 コムリン中流域における住民の土地区分
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土地利用を示 して みよう｡ 図 1が それで あ

る｡ 人々は自分の ドゥスンの土地をその物

理的性質によってプマタン(pematang),ルバ

ック･プマタン(lebakpematang),ルバ ック･

トゥガ- ン (lebaktegahan),ルバ ック ･ダ

jih(lebakdalam),979T7 (rawa-raWa)

とクランの六つに分けている｡プ｢7タンと呼

ばれているのが,いわゆる自然堤防である｡

このあたりでは,幅 100m のコム リン川にそ

って, その両側に幅 200ノ-300m ぐらいで 帯

状に伸びている｡ 三つのルバ ックとラワラワ

はいわゆる後背湿地であるが,ラワラワは通

年湛水 している部分である｡クランというの

は丘陵,台地のことである｡

プマタンは高みという意味である｡これは

またタナ･クリン(tanahkering)すなわち乾

いた土地とも呼ばれている｡ 5, 6年に1度

の異常な洪水時にはごく短期間冠水すること

があるが,普通年にはコムリン川がどんなに

水位を上げても水をかぶることがない｡こう

した高 くて乾いた還境のために,ここは,ま

ず例外なく宅地とそれをとり巻 く屋敷地の樹

樹で覆われている｡空からみる時,川にそっ

てとぎれ目のない縁の帯をみるが,それはこ

の自然堤防上の樹薗部である.ラスアン,チ

ュンパカのあたりでは,その圧倒的大部分が

ドゥク(Lan∫iumdome∫ticum)とバナナで構

成されている｡ほかに ドリアン,マンゴー,

ランブータンなども少なくない｡ ドゥクは鶏

卵大で酸味のある果物だが,コム リンの ドゥ

クは甘味が強いということで特に有名であり

極めて多量がパ レンバ ンやジャカルタに輸出

される｡バナナは,その生産の半分以上が現

地で蒸 したり,焼いたりして,主食の一部と

して,あるいは果物として,消費される｡な

お極めて多量がパ レンバ ンに運ばれるという｡

こうした産物は,ラスアンから竹の筏に乗せ

られること2日でパ レンバ ンにつ く｡土地の

仲買人は,そこで筏もろとも売り払って,バ

スで帰って くるのである｡ ドゥクにはシーズ

ンがあるが,バナナは年中とれる｡ほとんど

の家庭は5aやそこいらの屋敷地を持ってい

て,そこか らとれる果物は貴重な現金収入の

1手段となっている｡

ルバ ックは稲作の場である｡ これについて

は次節で別に述べる｡ ルバ ックの奥には,し

ばしば大小のラワラワが残されている｡水生

植物が生えては朽ちてゆくために,そこはピ

ー トと黒い水で特徴づけられている｡このラ

ワラワは乾季にはしばしば魚とりの場となる｡

コムリン人は川魚を好む｡このことは,例え

ば,ジャワ人と比べてみると歴然としている｡

ジャワ人は池で十分に揚げてにおいを消 した

魚なら食べるが,いわゆるフイツシーなにお

いのするものは強 く嫌う｡しか し,コムリン

では川魚は煮つけにもなるし,スープにして

も賞味される｡乾季中多量にとった魚は雨季

用の貯えにと乾燥されることもある｡

クランは赤黄色ポ ドゾル土と呼ばれる,赤

色の極めて貧栄養の土で覆われている｡高位

のために水の便も悪い｡したがって, ここは

普通,住民には利用価値の少ないものとして

意識されている｡ 波状にうねるこの空間はし

ばしば薮に覆われているが,時に高さ10mを

越える木が明るい林を作っている｡1)かつ て

は トンブス (tembesu)の上材 が切り出され

たというが, それ らの 巨木は今はない｡ 過

去に広 く焼畑が行われて,原始の森は破壊さ

れてしまったものらしい｡上流山地の山腹部

と同様手法でゴム林開設の試みがなされた形

跡が所々でみられるが,それ らはあらかた不

成功であったようである｡多 くのそうしたゴ

ムは痩せ細 り,薮に混じって薮との区別がつ

1)薮の構成種 として多いのがMeZa∫tomapoJyan-
1hum,ZmPeratacyZindrica,EuPhatoriam sP･

その中に MacarangaPruno∫a,DiZencaindica,
AIslonias2.などが混入している｡
10m ぐらいの高い木になっているものは Schi-
mabanchania(tembesu)･
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かないものになっている｡

ⅠⅠ-ii ル バ ッ ク 田

ルバ ックは稲作の場である｡以下はラスア

ンのパ ッシラ (pasirah,村長)から得た情報

である｡図2は,同氏がルバ ック･ダラム,

すなわち最深湛水水田部における湛水深の月

変化を示して くれたものである｡5月から8

月にかけてルバ ックは干上がっているが,ll

月と12月には2mの深さに湛水 している｡稲

作開始が 2-3月で,終了は10月である｡こ

の意味でこの稲は完全なる減水期稲である｡

このことを前提条件として,以下,パ ッシラ

の説明する農作業を簡単に述べてみたい｡

⑦ 第 1回目の百代のことを,ここではア

ンプニ (ambunyi)という｡ 百代開始は2

月から3月にかけてである｡この時期に作

られる苗代はルバ ック･プマタンの上に植

えられる早場米用の苗代である｡苗代は年

中乾いているプマタン上に畝立てをして行

われる｡ 掘り棒で穿孔して,ここに軽 くひ

とにぎりの粗を入れる｡稀に散播すること

もある｡百代期間は20日から30日程度 (ほ

かの農民達はほとんどは1週間から10日間

ぐらいといった｡実際は10日以下のことの

方が多いらしい｡)ルバ ック･ダラムのため

の晩生稲の苗代 も同じ手法でしっらえられ

02
.
水

深

仙

○

2.02.0

L 2 5 4 5 6 7 8 9 10 lI l2月

図2 ラスアンにおけるルバック･ダラムの水
田の湛水深の月別変化
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るが, これは4月にならないと始まらない｡

㊥ 本田準備は3月になってルバ ックが減

水 し出すと,浅 くなった所から順次とりか

かる｡最初に行う作業がアンパンチャ(am-

bancah)｡これは旺盛に生い茂った草をバ

ラン (par礼ng)と呼ぶ山刀でなぎ倒す作業｡

20cm 前後の水深中で行う｡次にンガカッ

ト(ngakat)を行う｡ これは切 り倒されて

浮いている莫大な草を掻き集めて畦に積み

上げる作業｡これで本田準備は完了｡鍬や

鋤で掘り返すような作業は全 く行わない｡

⑮ 第 2苗代｡これは第 1回目の植え付け

でもある｡本田準備中に主田の一部で若苗

の植え付け可能な程度に浅 く減水 した所に

第 2苗代を作る｡この第 2回目の苗代のこ

とをスマイ (semai)という｡これには第 1

苗代から引き抜いた宙を分けて, 4.-5本

ずつを 10cm 間隔ぐらいで植える｡ 植え

付けには, トガール (tegal)という1間 ぐ

らいの長さの掘り棒で穿孔 して,その中に

投げ入れるようなかたちで植える｡ 第 2苗

代には酉を本田準備が完了するまで置いて

おくが,普通は 1カ月 ぐらい｡減水が予想

通り進行 しないで植え付けができない時は,

1ヵ月目ぐらいに第 2苗代の宙を引き抜い

て再び株分けし,第 3苗代を作ることもあ

る｡

㊤ 植え付け作業は, ナノム (nanom)と

いう｡苗は50-60cm以上の長大なものを

用いる｡ 1株は 1.-2本｡この作業には ト

ゥンジャン(tunjan)と称する植え付けベラ

を用いる｡椴の直上にこのヘラをあてがい,

泥中に深 く押 し入れるようにして植える｡

⑳ 除草は植え付け後 1カ月 ぐらいの時に,

湛水深の浅い所のみ行う｡これにはルンカ

ウィック (lengkawik)とい う小さいナイ

フを用いる｡

6) 刈 り取りはルバ ック･プマタン上の早
生では7月に始まる.最後に刈 られるのが
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ルバ ック ･ダラムの晩生稲｡ しかし,これ

も11月中ごろには完了していなければなら

ない｡11月末になると湛水深は深 くなり,

せ っか くの収穫が不能になってしまう｡刈

り取 りはアニアニ (ani-ani)で実ったもの

か ら順次穂刈りする｡同一の圃場でも刈り

取 りは一斉でないか ら,数回にわたって刈

り取 りを行わねばならない｡ したがって 1

筆の刈 り取 り期間は普通 1カ月,長いと2

カ月におよぶ｡

① 脱穀は足で踏みにじって行 う｡脱穀 し

たものは,昔は2- 3トンは入る大きな竹

篭に入れて貯えた｡今は大竹が無 くなった

ので,木の箱に入れて貯える人が多い｡

以上がルバ ック稲作の基本的な作業である｡

ラスアンの場合は, しか し実際にはごく小面

積ではあるが,もう一つ別の稲がある｡それ

はプマタンで行われる｡前に述べたごとく,

プマタンは本来果樹園である｡ しか し,そこ

にも稀に野菜などが栽培され,それに混 じっ

て稲が作 られる｡ラスアンの場合,このプマ

タンの稲は雨季作の陸稲であり, トーモロコ

シとの輪作を構成する｡11月,プマタンはき

れいに除草され掘り棒で穿孔されて,そこに

稲は直播される｡ 4月か 5月に刈 り取 られる

が,その作業は基本的には焼畑のそれである｡

稲のあとに,その年のうちに トーモロコシが

第 2作として作 られる｡プマタンの稲は自然

堤防の発達の悪い下流に来ると急速に消滅す

る｡カエアグン (KayuAgung)あたりから

下方のいわゆる閉塞低地になると,圧倒的な

大面積がパディ ･ルバ ック ･ダ ラム (padi

lebakdalam)ということになる｡

ⅠLiii ルバ ック水田の水利

ルバ ック水田では水は自然まかせである｡

したがって,そこには大規模な水利施設など

というものはない｡農民は各自に畦を作って

水を調節 しようとするが,ただそれだけのこ

とである｡ルバ ック ･プマタンではしばしば

水不足の被害があるし,逆にルバ ック･ダラ

ムでは時たま予想に反 して早い出水が収穫を

終えない田を水没させてしまう｡最近では19

73年が大洪水年であったし,私達が調査をし

た1978年 も農民達は非常に心配顔であった｡

ルバ ック ･ダラムの稲がまだ完全に実 ってい

ない9月末にもうルバ ックの増水が顕著にな

り出していたからである｡こうしたわけで,

ルバ ックの稲は高みでも低みでも危険がつき

まとっている｡この意味では中位を占めるル

バ ック ･トゥガ-ンが一番理想的にみえる｡

しかし,実際に農民と話 してみると,ほとん

どが低地のルバ ック ･ダラムが 1等田だとい

う｡理由は,長期にわたって水が安定 してい

て,時たまの大被害にもかかわらず,結局は

一番収量の多いのが,ここだか らというので

ある｡ルバ ック農業は沼地農業にもかかわら

ず,水不足が問題のようである｡

ルバ ック水田の水利は大部分の所が自然ま

かせではあるが,閉塞低地の一部,例えばプ

ムルタン (Pemulutan)などの 先進地に来る

と,それ相当の工夫が してある｡私のみた例

は トルサンジャワ (TerusanJava)という運

河にそった 1例である｡これは人工の運河で

はあるが,長年にわたってコムリン川の流量

のかなりの部分を流 し続けてきたので,今で

は高さ 1メー トル前後に自然堤防が築かれて

しまっている｡ したがって,田は運河ぞいに

高 く,それよりはなれると低 くなっている｡

最初ここに入植 した農民達は,運河から直角

に伸びる細片をそれぞれ入手 して田地とした

のであろう｡ 隣の所有者との間の畦は規則正

しい直線になっている｡一方,同一所有者に

属する1片内では区画はそれぞれの好みに応

じて細分 している｡(図3)ところで,よくみ

ると,こうした畦に明らかに2種類のものが

あることに気がつ く｡一つは高さ0.7-0.8m

幅 1mぐらいの立派なものであり,ほかは高
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二lL ･"::

図3 ノ蓮 高い畦は
一種の貯水堤の役目をしている

さ0.2-0.3m幅0.3メー トル ぐらいの普通

のものである｡図にはこの 2種類の畦が線の

太さの違いで示 してある｡ 奇妙なことに,他

人との境界を画する直線の畦はむしろ小さく,

自分の田を細分する畦の中に大きいのがある｡

さらに注意深 くみると,こうした高い畦は隣

同士がおたがいにカギの手状をなして連なり

あい,大略運河に平行な線をなしている｡要

するに,結果的には運河に平行な堤防ができ

ているかっこうになっている｡最初から堤防

を予期 したものでないだけに,でき上がった

ものはカギの手状になっているのである｡

たまたま現場に居合わせた農民から,私は

次のようなことを聞いた｡

在) この大きなガランガン(galangan,哩)

は雨季の始まる前にていねいに修理 して水

が漏 らないようにする｡

㊥ このガランガンにそって行 くと, トル

サンジャワから派生する別の小さい水路に

突き当る｡そこには小さいピントゥ･アイ

ル (pintuair,水門)があって, ガランガ

ンの直上の田に水が入るようになっている｡

⑮ 時たま トルサンジャワが溢れるような

ことがある｡そんな時には急いで例のガラ

ンガンの一部を切り落とし水をルバ ック･

ダラムの方に流すが,水が適度に減ると,
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崩れた個所を埋めもどして水を溜めるよう

にする｡

明らかに,この大きなガランガンは今は貯

水のための堤防になっているのである｡この

大きなガランガンの上には所々に瓜,バナナ,

キャッサバが植えられている｡ しばしばムラ

ンチャム (merancam, 第 1苗代)がここで

仕立てられるという｡

その後,私はプムルタンのパッシラに出会

う機会があった｡彼は自分のマルガ (marga)

のルバ ックは進んでいるといって,次のごと

く話 した｡

⑦ ルバ ックは高い方からルバ ック･ティ

ンギ (lebaktinggi),ルバ ック･トンガ (le-

baktengah),ルバ ック･ル ンダ (lebak

rendah)と区別している｡

㊥ オガン(Ogan)川から幅2mの水路が

川に直角に,上記の3種の田を突き切るよ

うにな形で掘ってあって,川からの出口に

はピントゥがとりつけてある｡昔は木製で

あったが1950年にコンクリー ト製に変えた｡

0 7月になって最低位のルバ ック･ルン

ダの植え付けが完了すると, ピントゥを閉

じる｡かくして,オガン川と水田は断絶さ

れることになる｡ しかし,この時期でも,

もちろんピントゥを開けば,ルバ ック･ト

ンガとルバック･ルンダには水が入って く

る｡こうしておいて水田の水位調節をはか

っている｡

ルバック地域では,か くして,一部では輪

中化がすでに起りつつある｡ しかし,これは

全体からみればごく一部にしかすぎない｡

私達がここに滞在中の1978年10月,パレン

バンでは全インドネシアから専門家を集めた

ルバ ック･シンポジウムが行われた｡ ルバ ッ

ク農業改善のためには輪中以外に方策がない,

というのが全員の一致 した意見であったとい

う｡しかし,この輪中化は,一方で,パレン

バンに与える影響があまりに大きいために実
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現不可能だともいう｡パレンバンを水没させ

ないためには,その直上にあるルバ ックはど

うしても遊水池として存在 し続けなければな

らないというのも, また一致 した意見であっ

たという｡

ⅠⅠ-iv ルバ ック稲作の歴史

ルバ ック稲作は中流域の中でも,下方,す

なわちパレンバ ンに近い閉塞低地で最初に行

われたらしい｡その中での一つの代表的集落

と考えられるシラプラウパダン(Sirabpulau-

padang)でパ ッシラ達から聞いた話は以下

の通りである｡

¢) 1920年まではこのあたりにはルバ ック
稲作は存在 しなかった｡それまではプマタ

ンの上でパディ･ラダン(padiladang,陸

稲)を作っていた｡

㊥ 1920年以前のパディ･ラダンの栽培法
は以下の通りである｡ すなわち,乾季の問

に小木と薮をバランで切 りそれを焼いて,

11月に6尺 ぐらいの長さの トガールで穿孔

して, 1孔10-20粒の粗を直播する｡する

と,雨季を通じて成長 した稲は4月から6

月ごろに刈り取れる｡

⑮ 原則として 2- 3年耕作すると,3カ

年以上休耕した｡ この焼畑は河岸全体に行

われたから,家から50mもはなれると焼畑

になっていた｡現在はこうしたかつてのパ

ディ･ラダンの地は果樹園になっている｡

㊤ 1920年に最初のルバ ック稲作が導入さ

れた時,それはプマタンに隣接するルバッ

ク･プマタンに植えられた｡この時,ルバ

ック･プマタンの湿地林がはじめて切り倒

され開田された｡その後,年が経つにつれ

て,より低位のルバ ックへやはり湿地林を

開いて開田が拡大 した｡

㊥ ルバ ック稲作導入直後のころの農作業

は以下の通りであるO まず,粗をガ二一 ･

バ ッグに入れて丸 1昼夜,J旧こ浸しておい

た｡その後,引き上げて, 1- 2日,陰に

置いておくと,その一部が発芽 した｡

㊦ これを トゥンパ ット･ンル トゥ (tem-
patnglutu,第 1百代) に点播 した｡ トゥ

ンパ ット･ンル トゥはプマタンの上に畝立

て して作り,アンタン (antan,秤)で大き

な孔を穿ち,そこに上記の発芽 した籾を播

く｡その後,全体をヤシかバナナの葉で覆

った｡鳥に食われるのを防ぐためである｡

第 1苗代期間は約 1週間であった｡

① 1週間後,苗を引き抜いて トゥンパ ッ

ト･ジャンジャラン (tempatjanjaran,罪

2苗代)に移植 した｡これはルバ ック･プ

マタンにあって,移植時には10cm 足らず

の水が溜まっている｡この移植には ドロッ

ク(dolog)と呼ぶ 40cm ぐらいの短い掘り

棒で穿孔して,そこに植えた｡この作業を

ナンジャール(nanjar)と呼ぶ｡第 2苗代に

は本田移植までの 1カ月 ぐらい置いた｡

㊦ 本田植えのことはバタナム(battanam)

といった｡これには トゥンジャム(tunjam)

という40cm ぐらいの長 さの -ラ2)を用

い,苗を泥中に押し込むようにして植えた｡

この本田のことをウム (ume)という｡

① 本田準備は,湿地林にはじめて開田す

る時は大木を倒すためヨキなどを要したが,

1度開田されてしまうと小木と草だけにな

るのでバラン･パンジャン(parangpanjan,

大刀)だけで十分である｡鋤,鍬の類は全

く使用しない｡

以上述べられた1920年代のルバ ック稲作の

作業内容は,現行のルバ ック稲作のそれとほ

とんど変 らない｡ただ,ここで極めて興味深

いことは,深 く湛水する本田のことを Hume"

と呼んでいることである｡現在､マラヤ世界

で "ume"(あるいは くhuma")とは明らかに

Hsawah"に対立する概念である｡ HsawahH

2) トゥンジャムはヘラだから,その断面は直線状｡
一方アンタンやドロックは棒でその断面は丸型｡
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は水田であり HumeHは焼畑である｡湛水 し

た田圃に植え付けされるこの作業が焼畑とし

て理解されていたのは実に面白い｡

ところで,前記のラスアンのパ ッシラも,

ラスアンのルバ ック稲作は今から40年前には

じめて同地に導入されたものだといった｡彼

によると,ルバ ック稲作はシラプラウパダン

などのある下流の閉塞低地から導入されたも

のだという｡それ以前のラスアンの食糧生産

といえばプマタンとクランで行われていた焼

畑だけしかなかった｡彼 らはたいてい 6カ月

ものの陸畑を作り,時に トーモロコシや豆,

野菜と混植 した｡そして, 3年連作するとそ

こを放棄し,15-20年後にまた元の場所に帰

って くるのが常であったという｡パ ッシラは

何のコメントも加えなかったが,例のラスア

ンのプマタンの上に,今では屋敷畑にとり入

れられた形で細々と作 られている雨季直播稲

をみて,私は,なるほどこれが古い焼畑時代

の稲作の遺物なのかとひとり合点するのであ

った ｡3)

II-V 景観の大変ぼう

コムリン中流域の地形の骨子は先にも述べ

たごとく,川があり,その両側に自然堤防が

発達し,さらにその背後に後背湿地が拡がる

というものである｡それを住民達はスンガイ

(sungai),クブン (kebun),ルバ ックとして鮮

明な生活感覚をもって区別している｡スンガ

イはそこから飲み水が汲まれ,洗濯がされ,

水浴がされ,さらに排ラ世までが行われる｡そ

こは生活の中心であると同時に社交の場でも

あり,また交通の幹線でもある｡クブンは果

3)最近,政府の指導でゴゴ ･ランチャ(gogo

ranca)と称して,プマタンで雨季直播稲を作る
ことが拡がっている｡これは,今から10年はど
前から現れ出した新品種普及政策の一つであり
ここでいう焼畑とは無縁のものである｡しかし
注意してみないと,両者の区別は外見だけでは
極めて識別しにくい｡
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樹の濃い樹冠がひんやりとつめたい影を落と

す屋敷地である｡川筋からみる時,明るい川

べりに面 した深い緑と,その間に垣間みえる

赤褐色の屋根瓦はどこでも一幅の絵になる｡

それは,清潔さと安堵感が一種の調和を持っ

て共存するものであり,みる者を豊かな幸福

感に浸 らせる｡クブンの背後に出ると,しか

し,雰囲気は一変する｡一木もないルバ ック

の景観は水田というにはあまりに粗野であり,

さりとて大湿地というにはあまりに細切れに

乱されてしまっている｡

川をとり巻 くこのワンセットの景観は,し

かし考えてみれば,ごく最近作 られたものと

いわざるをえない｡シラプラウパダンのパ ッ

シラがいうように,自然堤防上では数年周期

の焼畑をくり返していたのだとしたら,川岸

は当然草地かせいぜい薮で,巨木はなかった

はずである｡現にシラプラウパダンやラスア

ンのパ ッシラ達は,焼畑時代の最末期には盛

んに果樹が植えられ,それが今日の果樹園を

形成 したのだと言明している｡一方,ルバ ッ

クは当時,逆に湿地林で覆われていたと証言

されている｡ 人々は, しばしば,例えばルン

ガス(rengas)などの巨木を切り倒 したという

思い出を語る｡

全 く偶然の ことではあるが, 私はたまた

まクブン成立以前の景観に出くわしたことが

あ る｡ それ はオガン川北岸でバ トゥラジャ

(Baturaja)より約40kn)東北,プニンジャワン

(Peninjawan)とサウンナガ (Saungnaga)の

間のことである｡1978年10月 3日,例年にな

く早 く膨れ上がったオガン川は,あと1.5m

も増水すると自然堤防を溢れるほどになって

いた｡湛水 していない自然堤防の幅は約 300

m｡その背後に湛水 した後背湿地とその中に

湿地林 らしいものが残ってみえていた｡自然

堤防の上には,ほとんど一事もない｡この自

然堤防からは当然,後背湿地が見渡せるので

あるが,そのどちらにも畦らしいものはみえ
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ない｡しか し,実際には,この自然堤防にも

後背湿地にも稲が作 られるのである｡以下は

ここを所有する農夫の話である｡

⑦ このオガン川ぞいの高み (自然堤防の

こと) はパダ ンガン･クルバウ (padangan

kerbau,.水牛の原)といって,元来水牛を

放牧 してお く所だ｡その一部を柵で囲って

稲を作るのが普通である｡

㊥ 今年は雨が多いので,む しろ小部分に

柵をしてそこに水牛を閉じ込め,大きな部

分に稲を播こうとしている｡10月 7日には

トガールで穿孔 して点播することに決めて

いる0両の来ようによって,毎年,稲を播

く面積は大幅に変化する｡⑮ルバックには別に減水期稲を作る｡こ
れはパダンガン･クルバウでしっらえた苗

を 5～ 6月に植え付ける｡しかしルバ ック

の全てが移植田とはかぎらない｡所々,高

くてすでに乾き上がったような所には直播

稲を作る｡

㊤ この自然堤防上の雨季直播稲栽培は大

昔からあるものだ｡それにこの村はゴムも

多 く作る｡ただ,最近はゴムが不景気で約

半数のひとが村を捨てて転出していった｡

おかげで,パダ ンガン･クルバウの稲作 も

さびれてしまった｡

1920年代以降の景観の変化は自然堤防と後

背湿地にだけ起 ったのではないようである｡

丘陵や台地上にも起ったといわれている｡こ

うした高みではそれまでの焼畑に起因した薮

が急速にゴムに置き換えられていったという｡

今でこそゴム林はジャングル化 しているが,

ゴムが高値の時にはゴム林はもっときれいに

保存されていたという｡この地にゴムが導入

されたのは今か ら50年ほど前のことだったと

いう｡おそらく,そのころか らコムリン中流

域はパレンバ ンの経済圏に強 く巻き込まれた

ものであろう｡クランがゴム林に変り,スン

ガイぞいのプマタンが ドゥクや ドリアン園に

変化するのはこのころからなのであろうか｡

ⅠⅠ-vi ルバ ック稲作の範囲

パ レンバ ンからムシ (Musi)川本流ぞいに

約 15km 下ったチンクマニス (CintaManis)

がルバ ック稲作の最下限である｡ここにはル

バ ック稲作と,それとは別にパディ･パサン

スル ット (padipasangsurut)と呼ばれる雨

季稲が共存 している｡チンクマニスといえば,

すでに潮の干満の差は 1.5m に達 し海の影響

がかなり強 く感 じられる所である｡

チンクマニスのパ ッシラ達によると,コム

リンームシ川ぞいの稲は前からパレンバ ンを

境にして 2地区に分けられていたという｡パ

レンバ ンより上流をウルアン(Uluan)といい,

ここは乾季稲のルバ ック稲作地区と考えられ

ていた｡そしてそれより下流をイリラン(Ili-

ran)といって,雨季作地区としていた｡当然

チンクマニスはイリランに属 し,雨季作地区

である｡ところが,たまたま1938年ネズミと

虫が大発生 しその年の雨季稲は潰減的な被害

を受けた｡食べ物が無 くなった住民は急きょ

ウルアンから種子を購入 し,湿地の中の水溜

まりに急ごしらえのルバ ック稲を植えたとい

う｡この時,チンクマニスの住民の4割がル

バ ック稲をはじめて採用 し,それ以後チンク

マニスは雨季作,乾季作の両方を作っている

という｡今では,雨季作はムシ川の自然堤防

周辺に,そして乾季作のルバ ック稲はそれよ

り奥まった通年湿性の後背湿地に作 られてい

る｡

後背湿地で乾季作を作る農民になぜそこで

ルバ ック稲のみ作って雨季作を作 らないのか

と聞 くと,雨季稲だと開花期が 3月になり冠

水の危険があるか らだという｡ だからといっ

て,冠水を恐れて背の高い品種を作ると,今

度は倒伏 して結局水没してしまうからだとい

う｡百姓は,彼の後背湿地中の水田の月別水

深図を図4のどとく示 して くれた｡
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図4 チンクマニスでパディ･ルバックを作る
農夫の水田の月別湛水深｡ここはすでに
感潮部であるが,湛水深は満潮時のもの
が記録されている｡ 7月の満潮時湛水深
は田面ギリギリという｡8月,9月は田
面より明らかに低いが,いくら低いかは
不明という｡6月,11月の湛水深につい
ては,くり返し質問したが答が得られな
かった｡

一方, 川に近 く自然堤防上で雨季稲を作る

農民に,ここで乾季稲が栽培できないかと聞

くと,ダメだという｡7月, 8月には地面が

乾ききってひび割れがするほどだから,稲は

生きておれないという｡彼によると,雨季な

ら満潮時には水が田に上がってきて,稲作り

にはちょうど好適だというのである｡チンク

マニスは,まさに後背湿地型の探湛水と,渇

岸型の感潮帯がおたがいに出会う所なのであ

る｡チンクマニスのパ ッシラのいうごとく,

ウルアンの下限は原則的にはパレンバ ンであ

るが, 実際のルバ ック稲の分布はそれより下

流に伸びチンクマニスに至っている｡

ルバ ック稲の上流側は少なくともマルタプ

ラよりさらに12-13km上流のブンガマヤン

(BungaMayang)までは至っている｡おそら

くは,もう少 し上流に伸びるのであろう｡こ

こはすでに述べたごとく,上流山地と中流部

の境界そのものである｡ このブンガマヤンに

は,コムリン川の 1支流にかけられた井堰が

30haの水田を潅淑している｡ そのさまは上

流山地の港鶴田に酷似している｡ しかし,同

じこの ドゥスンで,丘一つを隔てた別の谷に

は小さなルバ ック水田がある｡結局,水源が

確保され流水の得られる所では雨季稲が,一

方,水源が無 く,それにもかかわらず難排水

の所ではルバ ック水田がみられるわけである｡

こうして,ルバ ック稲作はその上限は濯鶴田

と混じて中流部最上端に至るのである｡

コムリン中流域は,その圧倒的大部分がル

バ ック水田で覆われている｡しかし,ここに

も雨季稲は無いわけではない｡排水が可能で

水深調節の可能な所では雨季稲が作られる｡

それらは多 くはクランの末端や川ぞいのプマ

タンの一部に散在 している｡こうした水田の

ことを人々は タダ ･フジャン (tadahhujan)

と呼んでいる｡雨 (hujan)を受ける (tadah),

すなわち天水田である｡ 最近の傾向はタダ ･

フジャンの拡張である｡中流域は元来,乾季

稲栽培地区だが,おいおい雨季稲が侵入 しつ

つあるというべきかもしれない｡

Ⅲ 海岸低地 :その 1

ⅠⅠⅠ-i 合 流 点 集 落

パ レンバンより下流をここでは海岸低地と

する｡ パレンバ ンより上の中流地域に比べる

とこの海岸低地は全 く異質の世界である｡水

文学的にみて前者がより河川支配型であるの

に対 して, 後者は より潮汐支配型で あると

いうことはすでに述べた｡しかしそればかり
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ではない｡中流域の川岸が見事な果樹を連ね

て,その背後にはルバ ック水田を展開してい

たのに対 して, 海岸低地では野生の湿地林

が全体を覆うようになる｡ なかでもプダダ

(pedada,So-erati'aca∫edaris)というマン

グローブの一種は,川中に入 り込んでしまっ

て,川と岸との境界を不明瞭にしてしまって

いる｡さらに,集落の間隔が極端に長 くなる
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のも海岸低地の目立 った特徴の一つである｡

中流部ではほぼとぎれなく続 くとさえ思われ

た集落4)が,ここでは 20′-ノ30km に一つ ぐら

いの割合で しか存在 しない｡あるいは,櫓舟

で 1日の行程に1集落かと思うくらいである｡

こうした原始に近い状態という感 じは,旅行

者の私がそうみるだけではない｡コムリン人

白身の持っているイメージが "陸地はパレン

バ ンまで〝 であり "それより下流はひとの住

む所 じゃない〝というのと一致 している｡

ムアラトラン(MuaraTelang)はこうした

海岸低地にある集落の一つである｡パ レンバ

ンか ら下流に約 80km,スピー ド･ボー トを

飛ば してもうすっかり湿地林に見飽きたころ,

突如としてココヤシの純株が現れて度月旦を抜

かれる｡ これが ムアラ トランである｡ ここ

には五つの ドゥスンが くっつきあうように集

まっていて,マルガ ･ムアラトラン (Marga

MuaraTelang)を構成 している｡マルガの人

口は 13,076人｡ (1978年現在)大湿地の中の

集落にしては予想に反する大人口に驚 くU し

か し他の集落 もかならずLも小さくはない｡

こうした大自然の中にひとが住んでゆくため

には,ある程度のまとまった人口の集中が必

要なのだろうか｡以下はこのマルガのパ ッシ

ラか ら聞いた革である｡

径) ムアラトランは300年の歴史を誇る古

い集落である｡この ドゥスンは昔タラン･

ムアラ(TalangMuara)といった｡川の合

流点 (muara)に高い杭 (talang)を立てて,

その上に住んでいたか らである｡

㊥ 今では,ココヤシか らのコプラ製造,

魚とり,稲作が主たる生業である｡しかし,

昔は湿地林か ら材木を切り出して くるのが

最 も重要な仕事であった｡ほかに,藤,パ

4)けっして列状集落ではない｡一つ一つは極めて

明瞭な塊村である｡ただ,おたがいに接近して
いて,一見連続しているかのどとくみえるとい

うことである｡

ラス (palas)と呼ぶヤシの菓集め,魚とり

などを行なった｡稲作はほとんど無視され

ていた｡⑮その後1960年代の初めごろまでの 1時
期,歓楽街となった｡女が集まり,音楽が

鳴り,パレンバ ンから多 くのひとが遊びに

来た｡

㊤ 米は1963年までは多量に外部から購入

していた｡1964年か ら1968年まではちょう

ど自給が可能であった｡しかし,その後は

余剰米を売りに出している｡

㊥ 昔の稲作といえば雨季の焼畑で あ っ

た｡稲作が改善されたのは1970年,ブギス

(BugiS)が入植 してきてからである｡

上の情報は,彼 らが農民というよりは,湿

地林からの採集者であったことを強 く示 して

いる｡彼 らは集荷に便利な川の出合に集落を

築き,そこに時折り立ち寄る商人達に採集品

を引き渡 しては食糧を得ていたのである｡

そういえば,前にふれたチンクマニス自体,

すでにこうした採集型の生活の痕跡を多 くと

どめている｡ チンクマニスのパ ッシラは私達

にいった｡テンクマニスにはまだ土地が多 く

残 っている｡10haから20haを所有するの

は普通である｡ただそのうちで毎年稲を植え

るのは各戸 2haくらい｡現在,住民の60パー

セントは農閑期には藤集めに出歩き,それで

イスやカゴを作る｡ 実際,チンタマニスの工

芸品は有名なのです｡それにしても,ウルア

ンからの無断耕作者が多いのに困ります,と｡

海岸低地の生活基盤は伐材を含めて湿地林

か らの採集であり,農業はあまり重要でなか

った ｡ とはいえ,農業はかならず Lも完全に

欠如 していたわけではない｡ ただ,その性格

はもう一つ判然としない｡ムアラトランでは,

それは 1年で放棄する雨季の移植田であった

という｡チンタマニスの1938年以前のものも

似たようなものである｡チンクマニスでは,

それはタフナン･ラモ (tahunanlamo)とい
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って,現存のルバ ック稲作に似ていたという｡

ただ異なる点は雨季作で,9カ月という長期

種を休閑しながら植えたという｡ムアラトラ

ンとチンクマニスの間にあるもう一つの集落

スパ リック (Sebalik)では,ほんの4年前ま

で伝統的稲作が残っていたという｡それは3

年連作, 5年休閑の雨季稲作だったという｡

この ドゥスンの場合,遠い 水 田 は 集落から

15km の先にあり,そこに舟で農作業に通 っ

たという｡

ところで,こうした稲作について土地のひ

とはいろいろ教えて くれるのだが,どうもそ

の細部についてのイメージが私には湧いてこ

ない｡長々と説明して くれたスパ リックのク

リオは最後にこういうのだった｡｢昔の方法は

ラダン (lad礼ng,陸稲)ともフマ (hum乱,焼

畑)ともいうのです｡だが,フマという語が

より正 しい言葉です｡だけど,結局,ラダン

もフマもサワ (sawah,水稲)も同じものなの

です｣｡ この言葉は私を一層混乱 させるだけ

であった｡

ⅠⅠⅠ-ii ムアラトランの土地利用

過去数カ年のムアラトランの土地利用には

急激な変化があるとはいえ,今だに伝統的土

地利用が窺い知れると思われる個所が随所に

みられる｡その一つをマルガ ･ムアラトラン

の中の ドゥスン･タラン ･ルバ ック (Dusun

TalangLebak)に例をとってみてみたい｡例

のズパ リックのクリオによってフマともサワ

ともいわれるものがこんなものであろうかと

想像するからである｡

図 5はアイル ･クラン(AirTalang)①から

はぼ直東に約 1km 伸びる断面である｡ここ

でのアイル ･クランの川幅は約 20m｡湿地林

から出て くる腐植酸で水は真っ黒である｡川

岸は干潮時には約 2mの崖をみせるが,満潮

時には完全に没する｡川岸に近 く,時に第 1

苗代(参が作ってある｡川岸にそって幅 1mく

らいの小径(参があるが,これは満潮時でも水

面に出るように 20′-30cm ぐらい盛り上げ

てある｡その背後に幅 200m のココヤシの成

木園④がある｡これは畝と溝に作 っていて,

溝深さは 60cm ぐらい, そこには潮が自由

に出入りしている｡遠望するとこの部分は完

全にココヤシの純林にみえるが,実際中に入

ってみるとマンゴー,ジャンプ一,ランブー

タン,バナナなども散在 している｡続いて,

若いココヤシとバナナ⑤,約 150m 幅｡ココ

ヤシよりも今ではバナナが大きく,バナナ閏

といった感 じがする｡これも畝と溝の組み合

わせになっている｡次の約 100m幅⑥はやは

り畝と溝に仕立てられている｡しかし,ここ

には何 も植わっていない｡畝は全面のぼたん

図5 クラン･ルバックにおける土地利用
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(Me/a∫toma)の薮で覆われているし,溝部に

はカヤツリ草 (Scir2u∫)が多い｡続いて畝立

て も何 もしていないMeZa∫loma原⑦｡所々は

Sc2'rPu∫の群落がある.約 100m幅O案内の土
地のひとはここに稲を植えるというが,一見

しただけではそうとは思えない｡ しかし,よ

く探 しまわると,この草原の5パーーセントぐ

らいの所には点々と稲の古株が残 っているの

がみえる｡この区画と,その次の区画⑧の間

には,かなり頑丈な木の柵が築いてある｡こ

の柵より東では MeZa∫toma もあるが,む し

ろScz'rPu∫がより広い部分を占めるようにな

る｡その中によく分株 した稲の古株がかなり

多 くみえる｡明らかに去年はこの区画のかな

りの部分に相が植え付けられている｡しか し,

幅 150mあるこの区間 も東側の約半分は小さ

な起伏が多 くて,再び MeZa∫lomaが多い｡

よくみると,この起伏は巨大な倒木である｡

こうした倒木の多い MeZa∫tomaの間に分け

入ると,稀に3mx5m ぐらいの場所がきれ

いに切り払われていて,そこに第 2苗代が作

られている｡ほじくり返された地表は真っ黒

で ピー ト層である｡ そこには1孔に10/-15本

の宙が 10cm 間隔ぐらいで植えてある｡ こ

うした第 2苗代は MeZa∫zomaの薮の中に没

していて, ちょっとしたことぐらいでは見出

せない｡案内のひとによると,この区画は今

午,全面その薮がなぎ倒されて,苗が植え付

けられるのだという｡やがて,幅 2m,深さ

1.2mの水路⑨に来る｡ アイル ･クランの水

はこの水路に入って くるのだという｡

水路側面の土壌断面は地表面をなす 7cm

が完全など- トであり,その下位は約 1mに

わたりピー ト質,もしくは多量の木片を含ん

だ重粘土か らなり立 っている｡さらにその下

方には毒性のある硫酸酸性土壌が顔を出して

いる｡要するに,このあたりは,毒性土壌を

その下に持 ったピー ト質土地苗なのである｡

水路わ きには私が質 問を した農夫 の小

屋⑩がある｡その背後が幅300mのバナナ畑

で⑪,さらにその奥にかなり広 く続きそうな

ジャングルがある⑩｡ジャングル中には,20

mをゆうに超す大木が何本 も立 っている｡以

下はこの農夫に聞いた話である｡

⑦ 小屋の東側のバナナ畑⑪は,おととし,

その背後にあるのと同 じジャングル⑫ を

焼いて開いたものである｡開墾 した年には

バナナを植えて同時に稲を植えた｡ 酉はア

イル ･クランの川岸(勤に仕立てたムランチ

ャムから MeZa∫lomaの原(むに移 し,さら

にここ⑭ に本植えをした｡ 移植時には湛

水はなかったが,歩けば水が しみ出るほど

土が十分湿っていたから十分植え付けられ

た ｡

㊥ 今年はバナナが相当大きくなってしま

ったけれど,まだ隙間があるか らもう1年

だけ稲を植える｡OMeZa∫tomaの原@には来月 (11月),
植え付けを行 うOまず,MeZa∫lomaを大刀

で切り払 って,それを畦に積み上げる｡火

入れはしない｡刈 っただけのあとに植える｡

植え付け中には湛水はないが, 2月と3月

には 10-20cm の水が溜まる｡

㊤ ①と⑧の区域では毎年,その面積の半

分 ぐらいが植え付けられる｡

⑳ バナナ畑⑪ も,MeZa∫toma⑦と⑧の原

も,同じ品種を同 じ手順で植える｡まず,

第 1苗代として川岸で約15日間｡次にスマ

イが本田近 くで約30日間｡植え付けはいず

れも握り棒で穿孔 して行う｡

私にはどうみてもこの原野の半分が毎年植

え付けられるとはみえなかった｡せいぜい5

分の 1ぐらいという感 じだった｡しかし,い

ずれにしても一種の bushfallowであること

には間違いない｡彼の育てているバナナ畑と

いうのは,むしろ近年,新 しく出てきた方法

らしい｡伝統的には,バナナなどは植えずに,

む しろ bushの fallow にしたらしい｡こう
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したものが結局スパ リックのクリオのいうフ

マであり,同時にサワといわれるもののよう

である｡

ピー トと倒木の低地｡それは,ひっきょう

本来のラダンを行うにはあまりにも湿りすぎ

た土地なのだろうか｡湿りすぎているがゆえ

に完全燃焼が不可能であり,それは倒木の山

を残すことになり,それゆえに,結局は直播

を許さないくらい多量のネズミをかかえ込ん

でしまうということになるのであろうか｡こ

うした所では,ひ弱な苗は大事に家の近 くで

育てられ,獣害に耐えられるほどに大きくな

ってからはじめて野におろされる｡私は,こ

のクラン･ルバ ックで,農民がアイル ･タラ

ンの川の上に小屋を建てて苗代を作っている

のをみたことがある｡ネズミの襲来を避ける

最良の方法は,水上の小屋で苗を作ることだ

という｡あるいはまた,多湿などー トの上で

は発芽障害があるのだろうか｡

⑦(参⑪⑩などの bushfallowの原野からア

イル ･クランの川岸に近づ くと,そこには全

く異質な空間がある｡例の畝立てをしたココ

ヤシ園(彰だ｡どの木も見事な成長を示 してい

る｡ しかし,どの木 もせいぜい樹齢20-30年

ぐらいのココヤシだ｡コムリン中流域の ドゥ

クやバナナ園と同じく,新 しい商品作物の空

間がここにある｡南スマ トラでは,至る所で

焼畑とbushfallowとが商品作物と背中合わ

せでくっついている｡

Ⅳ 海岸低地 :その2

ⅠⅤ-i パサンスル ット(pasangsurut)

稲作

チンタマニスにしろスパ リックにしろ,ム

アラトランにしろ,パレンバ ンのスルタン時

代にパ レンバンから移住してきた人達が作っ

た古い集落だ｡彼 らはいずれも川の出合を占

居 して,湿地林からの収集物を売り出して生

きてきた｡したがって,その集落の分布は集

荷と積み出しを中心に考えた点としての性質

が強い｡これに対 して,海岸低地を面として

開拓 し,そこに生活空間を拡げようとする･一

群が最近とみにその数を増 してきている｡

パレンバンで海岸低地の農業の情報を集め

ようとすると,誰 もが,ブギスのパサンスル

ット稲作のことをいい出す｡政府の人達も学

者も一般人もかならずブギス移民のことを持

ち出す｡ ブギス達は クパラ･パ リット (ku-

palaparit)と呼ばれる指導者に率い られて,

20.-30家族が群をなして到来 し,湿地にセル
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ダン (serdang)5)という木が生えているのを

みつけると,そこが稲作適地だとしてす ぐに

水路を掘り開墾 してしまうというのだ｡適当

に4- 5年収穫を得るとまた新しい適地をみ

つけてそのまま立ち去るともいうし,いや彼

らは4- 5年の稲作のあとそこにココヤシを

植えその後立ち去るから,彼らが一度住んだ

所はかならずココヤシが植わっているともい

う｡いずれにしても,パレンバンでは,近年

海岸低地に突如出現 したブギスのことを,そ

の勤勉さと旺盛な生活力のゆえに一種の畏怖

の念を持って話すのである｡ブギス拡散域の

中心部に位置するムアラトランのパ ッシラに

よると,彼のマルガに最初のブギスが到来 し

たのは1972年｡その時は3人であったが,令

(1978年)では約 2,000人に増えてしまった

というのである｡

私達が最初のブギスとインタビューを行な

5)ヤシの一種Phoh'docarpu∫∫Zematrana.
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ったのは,スパ リックとムアラトランの途中,

ムシ川に面 して建てられたP4S (海岸湿地開

拓計画のキャンプ)近 くであった｡ その海岸

には5軒のブギスの家が並んでいて,あたり

一面は広大な草地が ムシ川ぞいの幅 1.5km

ほどの所に拡がっていた｡ そこには木は 1本

もない｡この草地が,しかし,水田なのである｡

草地とみえた所に入 り込んでみると低い畦が

ある｡インタビューは,そこで第 2苗代の植

え付けを行なっていた55才の農夫と行なった｡

農夫はいうのである｡

在) 15日前に家の近 くに作っておいた第 1

苗代から,今日この第 2苗代に移植中であ

る｡

㊥ この第 2苗代を整地する時はバンクン

(bangkung)と称する大刀で最初の荒刈り

をし,次に,一種のクマデを用いて,その

刈り倒した草を掻き集めて畦に積む｡その

後,もう一度,同じバ ンクンで今度は土を

浅 く切るようなかたちで根元から刈りなお

す｡これで整地完了｡

6) 次にチュチュック(cecuk)という短い
掘り棒で 15cm 間隔ぐらいに穿孔し, 20

本 ぐらいの宙を挿し込む｡この時期には田

には湛水はない｡第 2苗代期間は45日間 ぐ

らい｡

㊤ 本田準備も第 2苗代と同じように行う｡

自分ひとりで行うが,1haの整地に1カ月

かかる｡本植えにもやはり,チュチュック

を用いる｡この時は1孔には2- ′3本の百

を植える｡宙は第 2百代にある間に50-60

cm に伸びているので,それを 30′-40cm

に切りそろえる｡この本植えの時期にはた

いてい降雨が激 しくなり,満潮時には田面

に潮が上がってきて,満潮時には20cm ぐ

らいの湛水となる｡ 植え付けだけは女房も

手伝う｡

㊨ 植え付け後 1カ月で除草する｡除草に

は小型のバラン (刀)を用いる｡

6)人を傭うとすればこれは刈り取り時の
み｡パレンバン方面から来るジャワ人を傭

う｡刈り取りは爪鎌で行う｡年によっては

全部の穂は刈り取りきれないで,そのまま

田で朽ちることもある｡

私の興味の焦点は二つの点にあった｡第 1

は,パサンスル ット稲作とは本当に移動耕作

なのか｡第 2に,これほどの勢いで拡がりつ

つあるこの稲作は,いったいどんな未来をこ

の海岸低地にもたらすのか,ということであ

った｡農夫の話をもう少 し続けて聞いてみよ

う ｡

① 自分は5年前にスカユ (Sekayu)から

ここに移ってきた｡ スカユにネズミが大発

生 したので,息子夫婦だけをそこに残 して

ここへやってきたのだ｡ここについた時に

はここはもう草地だった｡自分達が入植す

る4年前に森が切り払われたのだと聞いて

いる｡

私にはこの発言は肺に落ちなかった｡パレ

ンバンで聞いていたブギスの習性と違ったか

らである｡森を選ばないで,なぜこの男は草

地で満足したのか｡それに対する答は以下の

通りである｡

㊦ それは人好き好きです｡たしかに森を

切ったあとには素晴らしくできることがあ

る｡しかし逆に全 くできないこともある｡

森の直後はできむらが大きい｡それに比 し

て草地跡は1株の分株はそれほど大きくな

いが,毎年収量が安定している｡

しかし,革がはびこって除草が大変でしょ

うと問いただすと,

(9 それは大変です｡森を切ると,初年度

は草は全 く生えない｡ 2年目には少 し出て

くる｡ 3年目からは全面草原になる｡しか

し,植え付け前に除草さえしっかりしてお

けば,草は問題ではない｡結局,草をとる

気があるか無いかの問題なのです｡

実際,彼の田は一面の草原ではあるが,そ
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の大部分が 1年生の禾本科であるのに驚いた｡

同じような条件の所でムアラトランの場合は

多年生のカヤツリ草と MeZa∫lomaが主体で

あった｡このブギスの田では,明らかに草は

普通の熟成 した水田のそれに近いものになっ

てしまっている｡

でも,ブギスは数年後ココヤシを植えて別

の所に田を開くと聞くが,やはり草地を嫌う

のですかと続けると,

㊥ ココヤシは作る｡しかし,それは屋敷

地にするためです｡一旦,屋敷地に仕上げ

たら別の所-動 くなんて馬鹿げている｡む

しろ,そのまわりの田により集中した方が

得策です｡もっとも,田を捨てて移動する

ことも無いことは無いが,それは草のため

ではない｡たいていはネズミにやられてど

うにも仕様の無い時です｡それに,最近は

それもできない｡土地がもう不足気味にな

っていて,パ ッシラから新しい土地使用の

許可をもらうことが極めてむずかしくなっ

てきたからです｡

彼らは結局,多 くの人達によっていわれて

いるような流動的な耕作者ではないのだ｡

インタビューを行なった1978月10月 9日の

朝,彼の田から約 400m はなれたムシ川には

約 2.5m高さの崖が露出していた｡昼ごろ満

潮になった時,崖は0.3m になっていた｡ll

月中旬には満潮時の潮は田面に上がり込むの

である｡

上記の P4Sのブギスの場合は川に近いし,
また単独の入植者だから水路は掘っていない｡

しかし,ブギスの多くはたしかに集団で入植

し,協同で水路を掘る｡ ウパン (Upang)に

入植した別のインフォーマントの場合,8年

前に20家族でジャンビ(∫ambi)から移住して

きているが,彼の場合,クパラ･パ リットの

許に協同して 1.5km 長さの水路を掘り,20

戸がそれぞれ水路ぞいにほぼ等間隔で家を建

てて住んでいる｡ 水路は1.5m幅, 1m深
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さで,それは開墾当時に出くわした大木を浮

送するのにちょうどぎりぎり間に合う大きさ

であった｡彼らの場合,もちろん米作りが主

目的であったが,材木からの収入も無視し得

なかったという｡しかし,いまではもう材木

も無 くなり,この水路は通路であると同時に,

集中豪雨時の排水路,満潮時には河水を導き

入れる濯激水路の役目を果たしている｡

ところでパサン(pasang,あげ潮)スルット

(surut,さげ潮)農法の実態であるが, 先 の

P4Sの農夫の場合にしろ,このウパンの農夫

の場合にしろ,たしかに作季中の彼 らの水田

には潮が入り,言葉の意味する通りの実態に

なっている｡しかし,全てのパサンスル ット

田がそういう状態にあるかといえばそうとは

いえない｡私の観察では,いわゆるパサンス

ルット地域の半分以上の水田は潮とは無関係

のようである｡潮の干満の影響を受けるのは

大河ぞいのみである｡川から遠い部分では田

面の水環境は潮汐とは無関係である｡後者の

場合,稲作は雨季の天水に頼っているにすぎ

ない｡いわゆる天水田である｡しかし,それ

にもかかわらず,この全域がいわゆる潮汐潅

概のポテンシャル地域であることには間違い

ない｡濯概局のウパン試験農場の Ir.Prayoto

によると,潮汐を利用して,ほんのちょっと

した揚水で二期作可能なのがこの海岸低地全

域の特性であるという｡彼によれば,水路網

不足のために現在では自然の水路の近 くだけ

が潮水の恩恵を受けているのだが,ゆくゆく

は水路網の拡充でこの地域全体は一大潮汐液

概二期作地帯に変貌するはずだという｡ 海岸

低地は,水文条件のみを考える時,潮汐港概

可能地という大きな利点を持つ地区と考えて

よさそうである｡

ⅠⅤ-ii ブ ギ ス の 役 割

こうしたセンセーションを起しているブギ

スのパサンスル ット稲作はどこから来たので
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あろうか｡一日,私達はムシ水系中のブギス

の 最大の クパラ とされている アミヌディン

(Aminudin)氏をパ リット･プラジェン(Parit

Perajen)に訪れた｡彼は27年前にセレベスの

ボネ (Bone)を出てスマ トラの リアウ(Riau)

に渡ったが,12年前ここに移ってきたひとで

ある｡彼の経歴などについては別のところで

詳述されようから,ここではくり返さない｡

ただ,彼が稲作について言吾った所だけをとり

上げる｡

⑦ 自分の故郷のボネの稲作は,今 ここで

行なっているものとは全 く異なる｡本田準

備は牛か水牛を用いて耕超と代掻きの両方

を行う｡ 苗代は散播苗代で移植は 1回しか

行わない｡移植は指で行い,掘り棒は用い

ない｡ただ刈り取りには爪鎌を用いる｡

㊥ ここに来る前, リアウのクアラ･エノ

ック (KualaEnok)に10年以上いた｡ リア

ウの稲作は刀で薮を切り開き,掘り棒を用

いて2回移植を行うもので,基本的には,

今ここで自分達が行なっているのと全 く同

じだ｡

㊥ リアウ達は3年間稲を作ると,そこを

放棄する｡ そして,しばらくしてカユ ･マ

-ン (kayumahan)や プライ (Ⅰ)ulay)な

どの小木が生い茂るようになるとまた帰っ

て くる｡新 しく森から開田する時には,し

ばしば幅 1mぐらいの水路を掘る｡潮水を

入れることはよいことだと考えているから

だ｡

㊤ もっとも,彼 らにとっては,ココヤシ

作 りは稲作りよりももっと重要なことだ｡

3年の稲ののち潮水の入るようになったそ

の場所に畝立てをして,稲の代りにしばし

ばココヤシを作る｡さらに, リアウには湿

地中に所々に島の高みがあるが,そうした

高みはもっぱらココヤシ用の土地だ｡そこ

では林を焼 くと初年目にバナナとココヤシ

の混植をするが,やがて全面ココヤシ園に

なる｡か くて,今ではクアラ･エノックは,

ココヤシと稲が面積としては半々といった

感 じだ｡

こうした リアウの話を聞きながら,私は,

同僚前 田成文 のフィール ド,ブキットペゴ

(BukitPegoh)村 6)を想い浮かべていた｡そ

れは,ちょうどリアウの対岸,マラッカのす

ぐ南にある小さい稲作村だ｡17世紀にセレベ

スから移住 してきたブギスの村だという｡ そ

こを訪れた時の印象は今だに極めて鮮明であ

る｡そこは今では見事に稲で覆われてしまっ

ているが,よくみるとなお随所に湿地の面影

が残っている｡ そして,それとは対照的に小

丘上の見事なココヤシの茂み｡あの湿地的な

水田とココヤシ林との組み合わせは､まさに

今述べられているクアラ･エノックの延長そ

のものではないのか｡セレベスからの移住者

が,マラッカ海峡ぞいの低地焼畑をここまで

変容させたのだ｡ブキットペゴ村はマラッカ

ぞいの海岸低地の行 く先を暗示 しているよう

にみえてならない｡

ところで,ムアラトランやスパ リックのム

ラユ (Melayu)達は,ブギスの到来後,急速

に定着稲作を習得 し,それを自分達のものに

しているといっていい｡一方,ブギス自体は

その稲作を リアウか ら教わったといっている｡

リアウ農業がブギスの手によってムシ川河口

のムラユに伝達されているということになる｡

しかし,考えてみれば,これは少 しおかしい｡

なぜなら, リアウ農業の内容は,実はムシ川

下流のムアラトランやスパ リックで伝統的に

行われている稲作とまったく違わないからで

ある｡両者とも基本は bushfallowをともな

い,低湿地での移植栽培である｡もし,唯一

の差異点を指摘するとすれば,ただそれは,

6)これについては,前田成文.1976.｢マラカの
出稼ぎ農村ブキッペゴー｣『マレー農村の研究』

口羽益生 ;坪内良博 ;前田成文(編著),第3部
所収.東京 :創文社を参照されたい｡
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リアウは潮水の働きにより意を用いるという

だけのことである｡

ムシ川下流が急速に変容 しつつあるという

現象の本質は,むしろ,以下のように考える

べきものではなかろうか｡ すなわち,fallow

を許されない状態に置かれたブギスが,与え

られた潮汐漕概移植プラス bushfallow とい

う組み合わせのうち,たまたま潮汐港淑移植

という側面のみを継承せざるをえない状態に

なったのだと｡例えば,P4Sのブギスもいっ

たように,彼ら自身も移動にはそれほどとり

立てていうほどに抵抗もない｡ 現に彼らは移

動をくり返して今の場所に到来 したのだ｡た

だ,現在ではもう,地元のパ ッシラからそう

は簡単に土地の使用許可を受けることができ

なくなってしまった｡結果は定着ということ

に否応なしになったのである.かくてfallow

の放棄が一種の外圧で起っている｡ ところが,

この定着化は,全般に fallow 適地が 減少 し

ている今日では極めて時を得た方策として急

速に拡がり, かつての fallow愛好者のムラ

ユの間にも受け入れられる機運が強 くなった

のだ,と｡クアラ･エノックからbushrallow

をとり去ったら,前田のブキットペゴ村にな

るだろうというのが私の考えである｡過去の

歴史の中では,いくつかの時点でこうした外

圧に支配された定着化が局所的に起 っていた

に違いない｡そして,それが今は,極めて大

きなスケールで,ムシ川河口に起りつつある

と考えたらい かがであろうか｡

ⅠⅤ-iii ムラユ中での変化

上に述べた移動耕作から定着耕作-の転換

は､ブギスの移住を契機に,在来のムラユの

間にも広 く伝播しかけている｡この意味では,

パサンスルット稲作とは,言葉の意味する通

りの潮汐潅概秤作ということよりも,むしろ,

定着農耕としての意味が大きい｡

ある日,私達は,またブギスを訪れるべ く,
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一つの水路ぞいに入っていった｡ しかし,実

際にはそれはムラユの新集落であった｡まだ

掘削中の水路は川から500m の長さが完成 し

ていて,そこに､ブギスのそれと全 く同じよ

うに,点々と家が建てられていた｡これはパ

リット･スコマジュ (ParitSukomaju)とい

い,ムアラトランの南にあるカランアンヤー

ル (KarangAnyar)の15家族が入植用に掘っ

たものであった｡ここのクパラ･パ リットに

よると,この15戸は全て元の ドゥスンでは土

地無 し農民であった｡それがパ ッシラに申請

して,ここの土地の用益権を得たのである｡

許可条件によると,水路はムシ川岸から延長

3km までなら伸ばしてよいということにな

っているという｡元村で土地持ち達はふつう

は3年,長 くとも5年連作するとそこを放棄

して他に移るという､ いわゆる bushfallow

稲作を行なっている｡しかし,ここに来た15

戸は土地の制約があって,永年連作を決意し

ているという｡入植後まだ 2年 しか経ってい

ない現在では15家族は全て,自分達の家を元

の ドゥスンに保持しており,毎金曜日にはお

祈りに帰るといった生活をしているが,ゆく

ゆくはここに本拠を移すべ く,屋敷地の造成

はもちろん,村作りに精を出しているという｡

明らかに古い ドゥスンとこの入植地の間には

大きな差が生 じている｡前者は旧来の移動耕

作に従うものであり,後者は定着農法に転 じ

てしまっているのである｡

パレンバンより上流,すなわち中流域から

の移入者も少なくない｡スンガイ ･スラット

ジャラン (SungaiSeratjaran)ぞいで出会っ

たひとりはルバ ック農業の先進地,例の水門

を持つプムルタンからの入植者である｡この

ひとはプムルタンで一時クリオをつとめたひ

とで,元村には12スカット(sekat)すなわち

約 4haの水田を持っているが,それらの半分

は小作に出し,残り半分を自分で作 っている｡

彼は以前スピー ド･ボー トの運転手をしてい
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て,海岸低地をよく知っていたが,そのうち,

ここにねらいを定めて,ガシン (Casing)の

パ ッシラに申請して入植の権利を得たのであ

る｡7) 1976年, 80depox300dep0(1depo

は両手を拡げた長さ)の湿地林を開き,1977

年にはその隣の 30depox200depoを開い

た｡ 今では もう川ぞいの屋敷地の造成 もで

き, そこには ココヤシとグアバが植わって

いる｡いよいよ新居と新田は完成 したのであ

る｡彼は,もうす ぐここを自分の定住の地と

し,元村の土地と家を息子夫婦にまかせる計

画だという｡ 彼によると,少なくとも彼の家

族にとって,この計画は当を得たものだとい

う｡ なぜなら,パサンスルット地区とルバ ッ

ク地区の両方に田を持つことは労働力配分の

観点から好都合だからである｡新居と元村の

間には,スピー ド･ボー トさえあれば2時間

で往きつけるOこのあたりの海岸には,似た

あ と

私はこの小論を書いている間, しば しば

Marsdenの TAeHt'sloりノOfSumatra(1811)

を想い出していた｡19世紀初頭, スマ トラ西

海岸を旅行 した彼は,当時,焼畑に替って拡

がり始めていた水田をみて,農民に水稲と陸

稲の比較を行わせている｡(p.66-67)農民が

いうには,陸稲のほうがはるかに勝っている｡

第 1に, それはより美味である｡ 第 2に,水

気が少なくて保存によい｡ それに何よりも,

あんな沼地で働 くなんて人間として為すべき

行為ではないというのである｡ 彼 らにとって

稲といえば,本来,焼畑できちんと作る物で

あったはずなのだ｡しかし,植民地経済が浸

透し,コショーやコ-ヒ-を中心とした商品

7)特に6人乗りの平底のスピード･ボートは乗り
合いタクシーとして極めて普及している｡パレ
ンバンにはこうしたスピード･ボ-トが何百肢
と客待ちしている｡数十kmの先の集落にも,
これでいとも気軽にとばす｡

ような入植者の家を数 百m おきにみた｡ い

ずれも中流域のルバ ック地区からの入植者達

だという｡彼 らは昔からこのあたりに薪とり

に来ておって,事情をよく知っていたのだが,

最近,自分達の元村の農地不足が著しくなっ

てきたので,新たな土地を求めてやってきた

のだという｡8)この元クリオの入植の経緯か

らすると,ブギスの影響というものはそれほ

ど感 じられない｡むしろ,パレンバン周辺の

ルバ ック先進地区から溢れ出てくる人達の自

然な開拓前線という感 じがする｡

いずれにしても,海岸低地は､かつての点

としての占居から面の空間-拡散しつつある｡

それは同時に,休閑農法から永年連作-の質

的な変容でもある｡ おそらく,近い将来,渇

岸低地は酉マレーシアの海岸平野のように一

大米作地帯に変ってゆくのではなかろうか｡

が き

作物の導入とそこで働 く労働者群が生れて く

ると,旧来の格式のある米にとって替るよう

にして,もう一つの米が出現 して くる｡不味

だけれども腹の足 しにはなる,主として労働

者用の米である｡当時,おそらく明瞭に2種

の米が意識 し出されていたのであろう｡少 し

しかとれないが良質の陸稲と,多収ではある

が下賎な水稲と｡ ちょうど世界の食糧不足が

論 じられた1960年代,東南アジアの人々が自

らの飯米には伝統品種を, しかし,売却用に

は不味な IR品種を作ったと同じように｡

ラナウ湖をはじめとする上流山地部の水田

が,どういう経緯で発生 し,今日の姿に至っ

8)Budiano,∫.1975.Agricultural Production
System.SouthSumatra,pp･2,5によると,ル
バック地区においては,すでに農地の平均持有
面積は1ha/戸になっている｡一方,パサンス
ルット地区では,今だに,それは大略 2･5ha/戸
といった余裕がある｡
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たかは,今の所,実際には不明である｡しか

し,Marsdenの描写は, それがここで起 っ

たとしても決 して不自然とは思えない｡ラナ

ウの人達は最初は飯米を斜面で,そして売却

用の米を低湿地で作ったのだろう｡しかし,

やがて例えばコショーをそしてのちにはコー

ヒーを彼 らが本来陸稲を植えねばならない斜

面にも植えるようになったのではなかろうか｡

結果は斜面の一等地を追い出された稲は,仕

方無 く低湿な沼地に追い出されざるをえない

ことになる｡

中流部でも似たようなことが起ったと考え

ることができそうである｡台地や自然堤防な

ど高みの焼畑が放棄されるのはラスアンでは

今から40年前だというし,シラプラウパダン

では1920年以後という｡ これは,ちょうど,

このコムリン中流域にゴムが導入される時期

に近い｡このころ,この地域はパ レンバ ンに

強 く結びつけられてゆくのではなかろうか｡

自然堤防上のbushfallowの果樹園化, 湿地

林の水田化というこの地域の景観の大転換は

この時期に急激に起るのである｡

第 3波は,たかだか 6- 7年前に始まり出

した海岸低地へのパサンスル ット稲作の導入
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である｡これは, リアウ経由でここに到来 し

たブギスによって現在進められつつあるもの

である｡前章でも述べたごとく,ブギスは リ

アウから移動性の潮汐潅概稲作を習得した｡

しかし､このスマ トラの地ではひっきょう,

客人でしかありえない彼らは,許された利用

面積の限定から,移動農耕というぜいたくを

許されず,やむなく定着潮汐濯概稲作という

新技法を作 り出してゆくのである｡海岸低地

における,こうした定着稲作の発生は,スマ

トラ側からみる時,ある意味では予期しない

ハプニングでさえあるのである｡今までほと

んど無人に近い焼畑空間に,ある日突然定着

稲作が拡がってゆく｡

第 1次,第 2次の場合と同様,ここでも変

容は外部からのインパクトで急速に進められ

てゆくのである｡ あるいはこうした形の外部

からの影響で突然的に起る生産形態の変化と

いうのはスマ トラだけのものでなく広 く島峡

部全体の特徴なのであろうか｡大陸部の比較

的連続的な発展のみをみてきた私には,この

歴史の不連続性は極めて特異なものに映 じる

のである｡


